

































































































































































































































































































ケアラー 84 人を，質問票の中で，自分が「主たるケアラー」であると回答した ｢主たるケア
ラー」，自分がケアはしているが，「主たるケアラー」ではないと回答した「サブケアラー」，今




































計 気づかい ケアラー 気づかい ケアラー ケアラー ケアラー（２）
主 主 (%) サブ サブ 主 (%) 主 (%)
計 84 28 31 100.0 13 12 68 100.0 75 100.0
（１）続柄によるケアラー
配偶者による介護 15 8 6 19.4 0 1 21 30.9 21 28.0
妻→夫 10 4 5 16.1 0 1 14 20.6 14 18.7
夫→妻 5 4 1 3.2 0 0 7 10.3 7 9.3
娘・「婿」による親の介護 26 8 9 29.0 5 4 15 22.1 18 24.0
娘→実の親 9 29.0 15 22.1 18 24.0
娘→実母 22 8 8 25.8 4 2 12 17.6 12 16.0
娘→実父 1 0 1 3.2 0 0 3 4.4 6 8.0
「婿」→義理の親 0 0.0 0 0.0 0 0.0
婿→義母 3 0 0 0.0 1 2 0 0.0 0 0.0
婿→義父 0 0 0 0.0 0 0 0 0.0 0 0.0
息子・「嫁」による親の介護 30 8 13 41.9 4 5 23 33.8 27 36.0
息子→実の親 3 9.7 9 13.2 13 17.3
息子→実母 9 5 2 6.5 0 2 8 11.8 10 13.3
息子→実父 7 2 1 3.2 3 1 1 1.5 3 4.0
「嫁」→義理の親 10 32.3 14 20.6 14 18.7
嫁→義母 12 0 9 29.0 1 2 11 16.2 11 14.7
嫁→義父 2 1 1 3.2 0 0 3 4.4 3 4.0
親による子の介護 8 2 3 9.7 2 1 8 11.8 8 10.7
母親→子 4 1 3 9.7 0 0 6 8.8 6 8.0
父親→子 4 1 0 0.0 2 1 2 2.9 2 2.7
きょうだい等による介護 5 2 0 0.0 2 1 1 1.5 1 1.3
（２）性別によるケアラー （ケアラー（主））
女性ケアラー 27 87.1 50 73.5 53 70.7






































であり，1 人は夫が施設に入所している。また，「サブケアラー」の 1 ケースは，介護が始まって
3 年半近くが経過するが，この間幾つかの病気の発症，手術で入退院を繰り返していて，今現在
は ｢入院中」というケースである。「退院したら 24 時間の戦いになりそう」という記述にみられ
るように，退院後は「主たるケアラー」になることを予想している。「主たるケアラー」は5ケー























とある。しかし，「主たるケアラー」の場合は，実母・実父のケアラー 9 人中，5 ケースが「変化
































































































子夫婦の 3 人世帯が 3 ケース，三世代，四世代世帯が各 1 ケースであった。「たまに協力してくれ




































































































































































































杉並区高円寺地区では 3500 世帯に配布し，657 票回収（18.8 ％），新潟県南魚沼市では 4120 世帯に配布し，2891
票回収（70.2％），静岡県静岡市葵区安東学区では5400世帯に配布し，1482票回収（27.4％），京都府京都市山科
区音羽川学区では 2976 世帯に配布し 1937 票回収（65.1 ％）である。この調査では，ケアラーがいる世帯の割合
は約5世帯に1世帯（19.4％）で「気づかいのケアラー」を含めると約4世帯に1世帯（27.0％）であった。
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